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主な内容

か
わ
い
い
歌
声
、響
き
渡
る�

幼
稚
園
子
ど
も
音
楽
会

　
「
第
33
回
久
御
山
町
立
幼
稚
園
大
会 

子
ど
も
音
楽
会
」
が
11
月
11
日
、
中

央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
3
幼
稚
園
園
児
の
交
流
を
目
的
と
し
た
音
楽
会
で
、
こ
の
日
の
た
め

に
合
同
で
練
習
を
重
ね
、
成
果
を
発
表
。「
げ
ん
こ
つ
や
ま
の
た
ぬ
き
さ
ん
」

や
「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
な
ど
、
か
わ
い
い
歌
声
を
ホ
ー
ル
に
響
か
せ
、

詰
め
か
け
た
保
護
者
ら
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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つ
な
が
り
支
え
合
っ
て
、い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
は
つ
ら
つ
生
活

　

町
が
設
置
し
、
運
営
を
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

場
所
は
、
ふ
れ
あ
い
交
流
館
「
ゆ
う
ホ

こ
と
な
ど
も
ス
タ
ッ
フ
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
12
月
８
日
に
は
、
医
師
に
よ
る

認
知
症
相
談
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
13
日
の
オ
ー
プ
ン
に
駆
け
付
け
た
信

貴
町
長
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳
あ
る

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
寄
与
で
き

れ
ば
」
と
挨
拶
。
多
く
の
人
に
気
軽
に
来
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
手
で
お
互
い
に
つ
な

が
り
合
え
る
「
居
場
所
」
に
育
て
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

■�

開
催
日
時
／
毎
月
第
２
木
曜
日　

午
後
２

時
～
４
時
。
今
年
度
は
12
月
８
日
、
１
月

12
日
、
２
月
９
日
、
３
月
９
日
。

　
　

※�　

来
年
度
以
降
は
月
２
回
の
実
施
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

■�

参
加
費
／
２
０
０
円
（
飲
み
物
と
お
菓
子
代
）

　

�

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

身
近
な
お
茶
の
間�

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」と「
誰
で
も
サ
ロ
ン
」

　
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
）
は
、
福
祉
協
力
員
注
や
自
治
会
の
協

力
に
よ
り
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
一
緒
に

運
営
し
て
い
る
身
近
な
居
場
所
で
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

誰
で
も
参
加
で
き
る
、
身
近
な
「
お
茶
の

間
」
的
な
場
所
で
、
地
域
の
集
会
所
な
ど
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
家
に
閉
じ
こ
も

　

町
の
高
齢
化
率
は
28
・
９
％
で
、
４
人
に

１
人
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
約
４

軒
に
１
軒
が
高
齢
者
世
帯
で
す
。
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
家
事
や
身
の
回
り
の
支

度
な
ど
が
面
倒
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、家
の
中
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
、

地
域
で
孤
立
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
心
配
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
で
つ

な
が
り
、
お
互
い
に
温
か
く
声
を
掛
け
あ
っ

て
、
高
齢
に
な
っ
て
も
、
一
人
に
な
っ
て

も
、
寂
し
さ
や
「
ひ
と
り
を
感
じ
な
い
」、

イ
キ
イ
キ
・
は
つ
ら
つ
と
し
た
暮
ら
し
を
応

援
す
る
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
居
場
所�

「
お
こ
し
や
す 

こ
も
れ
び
プ
ラ
ザ
」

　

10
月
13
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
お
こ
し
や

す 

こ
も
れ
び
プ
ラ
ザ
」
は
、
高
齢
者
を
は

じ
め
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど
、
地

域
の
だ
れ
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
、
お
茶

を
飲
ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
「
居
場

所
」
で
す
。

ー
ル
」
角
の
交
差
点
を
北
へ
約
30
㍍
。
民
家

を
活
用
し
、
昨
年
開
設
し
た
「
ほ
っ
と
ハ
ウ

ス
『
チ
エ
さ
ん
』」
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
認
知
症
予
防
ゲ
ー

ム
で
脳
の
活
性
化
を
図
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
本
人
や
家
族
の

日
常
生
活
で
の
悩
み
や
心
配
な

こ
と
、認
知
症
や
医
療
・
介
護
の

高
齢
に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
暮
ら
し
た
い
と
の
思
い
は
、
み
ん
な
共
通
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
現
在
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

介
護
や
認
知
症
の
問
題
、
悪
質
商
法
な
ど
不
安
や
危
険
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
に
よ
っ
て
不
安
を
取
り
除
き
、

元
気
な
暮
ら
し
を
応
援
す
る
地
域
の
「
居
場
所
」
を
紹
介
し
ま
す
。

▲
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
参
加
者

▲

�「
お
こ
し
や
す 

こ
も
れ
び
プ
ラ
ザ
」

の
会
場
「
チ
エ
さ
ん
ハ
ウ
ス
」
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町
消
防
本
部
に
配

備
さ
れ
て
い
る
高
規

格
救
急
自
動
車
２
台

の
う
ち
１
台
が
更
新

さ
れ
、
11
月
25
日
配

備
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
の
救
急
自
動
車

は
、
平
成
14
年
に
配

備
さ
れ
た
も
の
で
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
し
た
。

　

今
回
購
入
し
た
車

両
は
、
救
急
医
療
の

高
度
化
、
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
、
今
ま
で
の
車
両
に
は
な

か
っ
た
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載

し
て
い
る
ほ
か
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
高
度
救
命
資

機
材
を
装
備
し
、
車
内
に
救
急
隊
員
の
効
率

的
な
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
情
や
遠
方
の
医
療
機
関
へ

の
搬
送
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
カ
ー
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
装
備
す
る
と
と
も
に
、
照
明
灯
な
ど

本
番
さ
な
が
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

傷
病
者
の
引
き
継
ぎ
訓
練

消防本部に新型高規格
救急自動車を配備

り
が
ち
な
人
や
、
話
を
す
る
機
会
の
少
な
い

人
に
も
お
勧
め
で
す
。

　

各
サ
ロ
ン
で
は
、
お
茶
や
お
菓
子
を
頂
き

な
が
ら
、
歌
あ
り
、
体
操
あ
り
、
ゲ
ー
ム
あ

り
。
ま
た
、
一
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演

芸
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
参
加
者
も
ス
タ
ッ
フ
も

み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
の
ぞ
い
て

　

10
月
27
日
、
京
都
岡
本
記
念
病
院
の
屋
上

離
着
陸
場
で
、
京
都
市
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
傷
病
者
引
き
継
ぎ
訓
練
が
行
わ

　

参
加
者
み
ん
な
が
主
役
に
な
っ
て
、
や
り

た
い
こ
と
を
気
楽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
る

活
動
で
す
。
場
所
は
地
域
の
集
会
所
で
も
、

個
人
宅
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
集
ま
り
や
す
い

場
所
で
開
い
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
町
内
６
か
所
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

条
件
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
就
学
前
の
子

ど
も
が
い
る
親
子
な
ど
お
お
む
ね
５
人
以
上

み
て
く
だ
さ
い
。

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
現
在
23
の
地
域
福

祉
会
（
自
治
会
）
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

★

　

こ
う
し
た
地
域
福
祉
会
主
催
の
サ
ロ
ン
と

は
別
に
、
近
所
の
人
や
気
の
合
っ
た
人
な
ど

が
気
軽
に
集
う
こ
と
の
で
き
る
「
誰
で
も
サ

ロ
ン
」
活
動
も
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
支
援

し
て
い
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

　

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
消
防
活
動

や
救
急
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
各
省
庁

や
都
道
府
県
が
所
有
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

こ
と
で
、
こ
の
日
は
、
町
消
防
本
部
と
京
都

市
消
防
局
航
空
隊
、
京
都
岡
本
記
念
病
院
の

関
係
者
合
わ
せ
て
約
30
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
京
都
市
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

離
陸
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
約
５
分
で
京
都

岡
本
記
念
病
院
上
空
へ
到
着
。
離
着
陸
場

で
、
傷
病
者
の
引
き
継
ぎ
要
領
を
細
部
に
わ

た
っ
て
確
認
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
傷
病
者

に
見
立
て
た
訓
練
人
形
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

搭
乗
さ
せ
、
傷
病
者
を
京
都
市
消
防
局
航
空

隊
か
ら
町
消
防
本
部
職
員
と
病
院
関
係
者
に

引
き
継
ぎ
、
医
師
に
迅
速
に
搬
送
す
る
一
連

の
流
れ
を
本
番
さ
な
が
ら
に
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
隊
員
ら
は
真
剣
に
繰
り
返
し
、

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。　

問
合
せ
／
消
防
本
部

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
ま
す
。

　

乗
車
定
員
は
７
人
、
総
排
気
量
２
６
９
３

㏄
、
全
長
５
・
65
㍍
、
全
幅
１
・
８
９
５
㍍

で
す
。

�

問
合
せ
／
消
防
本
部

が
参
加
し
、
月
に
１
日
以
上
定
期
的
に
開
催

す
る
サ
ロ
ン　

補
助
金
／
参
加
者
１
人

１
０
０
円
、
年
間
２
０
，０
０
０
円
を
限
度

　

詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。◆

注　

福
祉
協
力
員
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
自
治
会
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
福
祉
の
推

進
者
で
す
。

ヘリコプターから搬送する消防隊員（京都岡本記念病院屋上）

◀
消
防
本
部
に
配
備
さ
れ
た
新
し
い
救
急
自
動
車
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11
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
中
央
公
民
館
と
役
場
中
庭
広
場
で
町

民
文
化
祭
が
行
わ
れ
、
約
５
，７
０
０
人

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
写
真
や
絵
画
、
陶

芸
な
ど
の
出
品
者
の
自
慢
の
作
品
が
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
並
び
、
来
場
者
の
目
を
引
き

付
け
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
コ

ー
ラ
ス
や
軽
音
楽
で
見
事
な
歌
声
や
音
色

が
奏
で
ら
れ
、
太
極
拳
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

舞
踊
で
は
迫
真
の
演
舞
が
披
露
さ
れ
、
会

場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

中
庭
の
食
べ
物
や
手
作
り
品
、
野
菜
な

ど
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
で
は
、
い
た
る
所

に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
会
場
は
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

５
日
の
午
前
に
は
、
久
御
山
学
園
音
楽

祭
も
行
わ
れ
、
会
場
に
は
多
く
の
保
護
者

が
詰
め
か
け
、
ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
子
ど
も

た
ち
の
歌
声
に
会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

くみやま
フォトグ ラフ

▲カナリヤコーラスが奇麗な歌声を披露

▲太極拳サークルの演舞

▲おなかの底から美しい声を（あらみコーラス）

自
慢
の
作
品
や
練
習
の
成
果
を
披
露
第
41
回
町
民
文
化
祭
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▲子どもの作品が展示されてるよ�

▲見事な作品が勢ぞろい

▲個性的な作品に足を止める来場者

▲寿司や果物をかたどった手芸作品が並ぶ
　（手芸サークル「さくらんぼ」）

▲男の料理教室のおでんも人気

▲ネギ―マンも登場

▲茶道サークルの茶席で抹茶を体験

▲シニアクラブの菊花にうっとり
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12
月
３
日
～
９
日　
　

障
害
者
週
間
　

　
「
障
害
者
週
間
」は
、私
た
ち
誰
も
が
障
害

や
障
害
の
あ
る
人
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、障
害
の
あ
る
人
が
自
立
と
積

極
的
な
社
会
参
加
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
指
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、「
障
害
者
差
別
解
消

法
」が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る

な
し
に
関
わ
ら
ず
、み
ん
な
が
お
互
い
に
か

け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
し
合
い
な

が
ら
、共
に
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
こ
の
法
律
に
準
じ
、引
き
続
き
障
害

者
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
障
害
者
福

祉
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
窓
口

　

障
害
の
あ
る
人
が「
い
つ
で
も
、ど
こ
で

も
」安
心
し
て
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、相
談
窓
口
と
し
て
役
場
住
民

福
祉
課
の
ほ
か
、次
の
機
関
や
町
の
委
嘱
を

受
け
た
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
関
係
機
関
】

▽�

相
談
支
援
事
業
所「
わ
お
」（
久
御
山
町
森
）

☎
０
７
５（
６
３
２
）１
５
７
６　
FAX
０
７�

５（
８
７
４
）５
５
１
０

▽�

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も

に
ぃ
」（
城
陽
市
枇
杷
庄
）☎
０
７
７
４

（
５
５
）５
９
８
１　
FAX
０
７
７
４（
５
５
）

５
９
８
２

▽�

障
害
児（
者
）地
域
療
育
支
援
セ

ン
タ
ー
「
う
ぃ
る
」（
城
陽
市
枇

杷
庄
）☎
０
７
７
４（
５
４
）３�

１
０
９　

FAX
０
７
７
４（
５
５
）

５
９
８
２

▽�

相
談
支
援
事
業
所「
り
あ
ん
」

（
京
田
辺
市
河
原
）☎
０
７
７
４�

（
２
９
）５
７
０
７　

FAX
０
７
７�

４（
２
６
）１
８
６
８

【
身
体
障
害
者
相
談
員
】（
敬
称
略
）

　

岸
喜
代
至
、武
元
和
子
、服
部
浩

子【知
的
障
害
者
相
談
員
】（
敬
称
略
）

　

藤
田
倫
子

�

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

12
月
４
日
～
10
日　
　

人
権
週
間
　

　
「
人
権
」と
は「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
権
利
で
、生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利
」

で
あ
り
、誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
大
切
な
も

の
、日
常
の
思
い
や
り
の
心
に
よ
っ
て
守
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、現
実
の
社
会
で
は
あ
ら

ゆ
る
理
由
で
差
別
を
受
け
、命
が
奪
わ
れ
た

り
、心
身
と
も
深
く
傷
つ
け
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、社

会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
用
い
た
差
別
や
い
じ
め
な
ど
、人
権
問
題

も
多
様
化
、複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
大
切
に
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
認
識
し
、他
人
の
人
権
に
十
分
配

慮
し
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、人
権
に
つ
い

て
一
層
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
の
12
月
５
日
㈪ 

午
後
３
時
30
分
か

ら
イ
オ
ン
久
御
山
店
と
周
辺
で
、人
権
意
識
の

向
上
を
目
指
し
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
人
権
相
談

　

人
権
侵
害
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
不
当
な
差

別
や
暴
行
・
虐
待
な
ど
は
一
人
で
悩
ま
ず
役

場
総
務
課
、ま
た
は
住
民
福
祉
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

毎
月
、第
２
火
曜
日（
６
月
・
10
月
・
12
月

は
第
１
火
曜
日
）は
町
の
人
権
擁
護
委
員
が

人
権
擁
護
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

　

藤
田
玉
昭
、今
村
曉
子
、平
岡
滋
美
、小
西

義
清

�

問
合
せ
／
総
務
課
、住
民
福
祉
課

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

ポ
ス
タ
ー
部
門
で�

西
村
さ
ん
が
京
都
府
入
選

　

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

審
査
会
を
９
月
20
日
に
実
施
。
応
募

の
あ
っ
た
ポ
ス
タ
ー
１
０
５
点
、標
語

２
５
３
点
を
厳
正
に
審
査
し
、ポ
ス
タ

ー
部
門
で
特
選
４
点
、入
選
５
点
、標
語

部
門
で
特
選
18
点
を
選
び
ま
し
た
。

　

両
部
門
の
特
選
作
品
は
京
都
府
の
２

次
審
査
に
出
品
し
、ポ
ス
タ
ー
部
門
で

御
牧
小
学
校
５
年
の
西
村
結
衣
さ
ん
の

作
品
が
入
選
に
、佐
山
小
学
校
５
年
の

谷
涼
平
さ
ん
、６
年
の
山
田
萌
絵
さ
ん

の
作
品
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
町

の
審
査
の
特
選
・
入
選
者
は
次
の
皆
さ

ん
で
す（
敬
称
略
）。

　

な
お
、特
選
・
入
選
作
品
は
、明
る
い

選
挙
の
啓
発
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
ポ
ス
タ
ー
部
門
】

　

特
選　

西
村
結
衣（
御
牧
小
５
年
）、

谷
涼
平（
佐
山
小
５
年
）、山
田
萌
絵（
同

６
年
）、宮
村
絢
名（
久
御
山
中
１
年
）

　

入
選　

別
所
彩
葉（
佐
山
小
６
年
）、

井
口
沙
月（
久
御
山
中
１
年
）、永
冨
佑

奈（
同
）、和
田
亜
唯
利（
同
）、荒
川
陽�

菜（
同
）

【
標
語
部
門
】

　

特
選　

日
野
ひ
な
の（
佐
山
小
５
年
）、

稲
村
光
真（
同
）、狛
林
き
ら
り（
同
６

年
）、坂
悠
翔（
同
）、豊
田
悠
三（
同
）、新

お
互
い
に
尊
重
し
合
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
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「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
」�

障
害
乗
り
越
え
、北
京
五
輪
出
場�

�

　

人
権
啓
発
研
修
会
　

　

11
月
９
日
、役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
で
人
権
啓
発
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、シ
ン

ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
の
日
本
代
表
と

し
て
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
石
黒

由
美
子
さ
ん
の
講
演
に
、参
加
し
た
住
民
ら

約
１
５
０
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

石
黒
さ
ん
は
、小
学
校
２
年
生
の
時
、交
通

事
故
に
遭
遇
、大
け
が
を
負
い
、記
憶
喪
失
や

顔
面
ま
ひ
、視
力
障
害
、難
聴
な
ど
様
々
な
後

遺
症
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、２
０
０
８
年
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
、こ
の
間
決
し

て
あ
き
ら
め
ず
、夢
を
か
な
え
た
自
身
の
体

験
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

周
り
が
悲
観
す
る
中
、母
親
は「
私
が
あ
き

ら
め
た
ら
終
わ
っ
て
し
ま
う
」と
励
ま
し
続

け
、２
人
３
脚
で
全
て
の
障
害
を
克
服
し
て

い
く
道
の
り
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
院
中
に
テ
レ
ビ
で
見
た
シ
ン
ク
ロ
競

技
に
憧
れ
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
す
る
」と
の
自
身
の

目
標
を「
夢
ノ
ー
ト
」に
書
い

て
、懸
命
に
努
力
を
続
け
ま

し
た
。

　

そ
の
後
も
、医
師
が「
さ
じ

を
投
げ
る
」ほ
ど
の
重
い
腎

臓
病
を
患
い
な
が
ら
も
、母

親
は「
由
美
ち
ゃ
ん
は
こ
ん

な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
幸
せ
に
な
れ
な
い
は
ず
は

な
い
。
未
来
は
明
る
い
」と

励
ま
し
続
け
、一
歩
ず
つ
階

段
を
上
り
、遂
に
夢
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

夢
や
目
標
を
本
音
で
描
く
こ
と
、本
音
だ

か
ら
か
な
わ
な
い
こ
と
は
な
い
、と
笑
顔
で

語
り
か
け
、参
加
者
は
最
後
ま
で
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

田
桃
佳（
同
）、池
田
翔（
同
）、田
中
里
彩

（
御
牧
小
５
年
）、大
森
琉
功（
同
）、松

下
龍
星（
同
６
年
）、杉
原
夏
朱（
同
）、小

仲
美
咲（
同
）、山
田
有
莉（
同
）、米
澤
諒

（
東
角
小
５
年
）、森
下
舞（
同
）、中
西

公
平（
久
御
山
中
１
年
）、藤
田
真
尋（
同

３
年
）、田
中
大
翔（
同
）

▲�京都府審査で入選した西村結衣さんの作品

▲�重い障害に打ち勝ち、夢を実現した体験を
語る石黒さん

110番消費生活消費生活 vol.217

　平成27年８月以降、消

費者宅に「オリンピック

財団」等と称して、あたか

も消費者名義で多額の東

京オリンピックのチケッ

ト申込があるかのように偽った電話が掛かっ

てくるケースが発生しています。

　チケットの申込をしていないと答えた消費

者に対し、「調査した結果、犯罪グループのリ

ストにあなたの個人情報が載っている。この

ままではあなたの銀行口座が差し押さえられ

る」などと言って消費者を欺き、威迫し困惑さ

せて、リストから個人情報を削除する等の名

目で金銭を請求しようとします。

　消費者庁が調査した結果、「オリンピック財

団」は、その代表者や所在、連絡先等が判然と

せず、チケット販売等の実態がないことが強

く疑われます。

【消費者へのアドバイス】
　▼「オリンピック財団」やその関係者を名乗

る者から東京オリンピックのチケット申込や

購入等に関する電話があっても、すぐに電話

を切るなどして絶対に応じないようにしましょ

う▼「個人情報が犯罪グループのリストに載っ

ている」「このままでは銀行口座が差し押さえ

られる」「差し押さえられると年金ももらえな

くなる」などと言われて、そのリストから個人

情報を削除する等の名目で送金を求められて

も、決して応じてはいけません▼事業者が勧

誘等の際に、「家族にも誰にも相談してはいけ

ない」などと言うのは詐欺の手口です。

　万が一、トラブルに巻き込まれたら、一人

で悩まず京都府消費生活安全センター☎075

（671）0004、京都府山城広域振興局商工労働

観光室☎0774（21）2103へご相談ください。

また、毎週水曜日には、役場で消費生活相談員

が無料相談をお受けしています。詳しくは、役

場産業課へお問い合わせください。

「オリンピック財団」と名乗る事業者
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久

御山学園

ニュース
③

「
あ
い
さ
つ
は
気
持
ち
い
い
！
」

　

久
御
山
学
園
で

は
、４
つ
の
専
門

部
を
設
け
、「
言
語

育
て
た
い
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、心
の
教
育
部
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
心
の
教
育
部

　

心
の
教
育
部
で
は
、学
園
と
し
て
育
て
た

い
力
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
あ
い
さ
つ
運

動
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
子
ど
も

た
ち
に
、「
あ
い
さ
つ
は
気
持
ち
い
い
！
」と

感
じ
て
、大
き
く
成
長
し
て
欲
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

各
小
・
中
学
校
や
保
育
所
・
幼
稚
園
で
は
、

言
語
力
を
高
め
、主
体
的
に
学
び
、共
に
学
ぶ

 　
　

東
角
小
学
校　

力
」「
自
己
指
導
能
力
」と
い
う
学
園
と
し
て

　

久
御
山
学
園
で
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力

の
一
つ
と
し
て
、言
語
力
の
向
上
が
あ
り
ま

す
。
言
語
力
は
、学
び
の
基
盤
で
す
。
東
角

小
学
校
で
は
、朝
学
習
を
中
心
に
楽
し
み
な

が
ら
学
び
、語
彙
数
を
増
や
す
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ド
リ
ル
や
学
習
プ
リ
ン
ト
を
繰
り
返
し
練

習
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、自
分
の
考
え

を
伝
え
な
が
ら
み
ん
な
で
学
び
合
う
活
動

は
、も
っ
と
大
切
な
こ
と
で
す
。
自
分
の
行

動
や
思
い
が
相
手
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

学
習
に
対
し
て
よ
り
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

【
朝
学
習
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
】

　

群
読
、暗
唱
▽
四
字
熟
語
、こ
と
わ
ざ
カ
ル

タ
▽
二
文
字
し
り
と
り
▽
言
葉
集
め
ゲ
ー
ム

▽
聴
写
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
▽
ワ
ー
ド
バ
ス
ケ
ッ

ト
▽
グ
ル
ー
プ
し
り
と
り　

な
ど

●
久
御
山
学
園
と
は
…
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
組
織

●
久
御
山
学
園
で
育
て
た
い
力
…
言
語
力
・
自
己
指
導
能
力

教
職
員
や
学
校
運
営
協
議
会
、社
会
教
育
委

員
会
な
ど
地
域
の
人
々
の
協
力
も
得
て
、登

校
・
登
園
・
通
所
す
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
と
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま

す
。

　

小
学
校
で
は
、児
童
会
の
取
り
組
み
と
し

て
、あ
い
さ
つ
の「
元
気
よ
さ
」を
評
価
し
な

が
ら
、児
童
を
表
彰
し
た
り
、「
良
い
あ
い
さ

つ
の
方
法
」の
動
画
を
作
成
し
、あ
い
さ
つ
の

見
本
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、生
徒
会
の
本
部
役
員
と
生

徒
が
校
門
に
並
び
、あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て

い
ま
す
。

▲�朝学習の時間にワードバスケット（上）や、
グループしりとり（下）で、楽しみながら語彙
を増やす

▲�久御山中学校では生徒会本部役員らが、登校時にあいさつ運動を展開

久
御
山
学
園
Ｑ
＆
Ａ

Q�　

久
御
山
学
園
は
、ど
こ
に
あ
る
の
で

す
か
。

A�　

久
御
山
学
園
は
、町
内
の
各
保
育

所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
を
一

つ
の
学
園
と
見
立
て
て
、保
幼
小
中
一

貫
教
育
を
行
う
組
織
で
す
。
各
校
・
園
・

所
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
施
設
で「
中

学
3
年
生
の
希
望
進
路
の
実
現
」と
い

う
目
標
に
向
か
っ
て
、地
域
と
も
連
携

し
な
が
ら
保
育
・
教
育
活
動
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。
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お
う
ち
の
中
を
素
敵
に
快
適
に
！

　

今
月
は
「
掃
除
」「
収
納
」「
イ
ン
テ
リ

ア
」
に
関
す
る
お
す
す
め
の
本
を
紹
介

し
ま
す
。

　
　

お
・
す
・
す
・
め
・
本

収
納
を
カ
エ
テ
ミ
ル

�

川
上
ユ
キ
／
著　

大
和
書
房

　

絵
で
見
て
わ
か
り
、
す
ぐ
実
践
で
き

る
片
づ
け
＆
収
納
の
ア
イ
デ
ア
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
。

掃
除
は
「
つ
い
で
」
に
や
り
な
さ
い
！

�

新
津
春
子
／
著　

主
婦
と
生
活
社

　

基
本
は
「
つ
い
で
掃
除
」、
た
ま
に

は
「
し
っ
か
り
お
掃
除
」。掃
除
の
プ
ロ

が
、
気
軽
に
楽
し
く
で
き
る
掃
除
の
ワ

ザ
を
紹
介
。

き
み
も
な
れ
る
！
家
事
の
達
人
２　

そ
う
じ�

（
児
童
書
）

阿
部
絢
子
／
監
修　

こ
ど
も
く

ら
ぶ
／
編　

少
年
写
真
新
聞
社

　

掃
除
機
は
ど
こ
か
ら
か
け
る
？　

雑

巾
の
上
手
な
絞
り
方
っ
て
？　

掃
除
の

コ
ツ
を
つ
か
ん
で
大
掃
除
に
も
挑
戦
し

よ
う
。

お
う
ち
に
か
え
ろ
う�

（
児
童
書
）

青
山
邦
彦
／
さ
く　

白
泉
社

　

遊
ん
だ
後
は
お
片
づ
け
。
ク
レ
ヨ
ン

も
積
み
木
も
、
み
ん
な
お
う
ち
に
帰
っ

た
よ
。
お
片
づ
け
が
好
き
に
な
る
絵
本
。

今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

手のひらの京
綿矢 りさ／著　新潮社

　おっとり者の長女に自由奔放な
次女。そして家を巣立つ大学院生
の三女。京都を舞台に揺れ動く三
姉妹を描いた現代版『細雪』。

おんなの城
� 安部 龍太郎／著　文藝春秋

　戦国の世、時代や男たちに翻弄
されてきた女たち。その中に井伊
直虎はじめ、城を守るため三人の
女たちが各々立ち上がる。

これはすいへいせん
谷川 俊太郎／ぶん

tupera tupera／え　金の星社

　詩人谷川俊太郎と人気ユニット
による「言葉遊び」絵本。どんど
ん長くなる言葉と予想のつかない
展開に注目！

王様に恋した魔女
柏葉 幸子／作　講談社

　国を守り敬われる者もいれば、
息をひそめ森で暮らす者もいる。
もちろん王様に恋する者も…。さ
まざまな魔女たちの短編集。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

●

す
で
日
館
休
は

     1 2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17

 18 19 20 21 22 23 24

 25 26 27 28 29 30 31

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

12月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

図
書
館
講
座
「
お
り
が
み
教
室
」

　

お
正
月
飾
り
に

も
な
る
来
年
の
干え

支と

を
折
り
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
14

日
㈬　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ

ー
ル
３
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

講
師
／
小
野
道
子
さ

ん　

定
員
／
16
人　

申
込
・
問
合
せ

／
12
月
２
日
㈮
か
ら
図
書
館
へ

「
年
の
瀬
の 

は
や
る
心
に�

ブ
レ
ー
キ
を
」

　

毎
年
こ

の
時
期
は

重
大
事
故

に
繋
が
る

交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
一

度
、交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、事
故
防
止
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

　

▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
▽
自
転
車
の
安
全
な
利
用

の
促
進（
特
に
夕
暮
れ
か
ら

夜
間
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
と
反

射
材
の
貼
付
）▽
飲
酒
運
転

の
根
絶
▽
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止
▽
横
断
中
の
歩
行
者

の
交
通
事
故
防
止

年末の交通事故防止府民運動　12月11日～ 31日



10まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年12月1日

（有料広告）

ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
久
御
山
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」

　

住
民
参
加
で
ま
ち
づ
く
り
を
討
議
す
る

「
第
４
回
ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
住
民
討
議
会
）」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聴
か
せ
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

無
作
為
で
抽
出
し
た
１
，０
０
０
人
の
皆

さ
ん
に
12
月
上
旬
に
、
参
加
依
頼
状
を
送
付

し
、
承
諾
い
た
だ
い
た
人
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

依
頼
の
手
紙
が
届
い
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

開
催
日
／
平
成
29
年
２
月
５
日
㈰　

午
前

10
時
～
午
後
４
時　

会

場
／
役
場
５
階
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

テ

ー
マ
／
「
久
御
山
町
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お

う
」　

参
加
者
の
決
定

方
法
／
参
加
承
諾
い
た
だ
い
た
人
の
中
か
ら

20
人
を
決
定
。
承
諾
者
多
数
の
場
合
は
抽
選　

問
合
せ
／
総
務
課

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り

　

日
時
／
12
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午　

場
所
／
中
央
公
民
館
料
理
実
習
室　

内
容
／

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
親
子
で
作
ろ
う
！　

対
象
／
小
学
生
と
そ
の
親
（
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
）　

講
師
／
谷
直
紀
さ
ん　

費
用
／

１
組
５
０
０
円　

定
員
／
先
着
12
組　

申
込

・
問
合
せ
／
12
月
５
日
㈪ 

午
前
９
時
～
９

日
㈮
に
総
務
課
へ
。電
話
可
。

当
日
、
保
育
ル
ー
ム
を
開
設

し
ま
す
。
希
望
者
は
申
込
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

宇
・
城
・
久
「
白
ば
ら
研
修
会
」

　

宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山
町
の
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
と
京
都
府
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
政
治
・
選
挙
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
研
修
会
を
開
き
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
。

　

日
時
／
12
月
22
日
㈭ 

午
後
２
時
～
３
時

30
分　

場
所
／
町
役
場
５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル　

内
容
／
講
演
「
学
校
現
場
に
お

け
る
主
権
者
教
育
の
あ
り
方
」
講
師
：
京
都

府
教
育
委
員
会 

森
本
義
則
さ
ん　

申
込
・

問
合
せ
／
12
月
20
日
㈫
ま
で
に
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
総
務
課
内
） 

へ
。
電
話
可

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
農
産
物
直
売
「
福
菜
市
」

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
等

が
合
同
で
、
野
菜
な
ど
の
直
売
会
「
福
菜

市
」
を
開
催
し
ま
す
。
障
害

の
あ
る
人
が
一
生
懸
命
育
て

た
新
鮮
な
野
菜
を
用
意
し
ま

す
。

　

日
時
／
12
月
10
日
㈯ 

午

前
11
時
～
午
後
３
時　

※
毎
月
第
２
土
曜
日

に
開
催　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販
売
品
／
季
節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼
き
菓

子
な
ど　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

福
祉
室
☎
０
７
７
４（
２
１
）２
１
９
３

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
会
社(

求
人)

説
明
会

　

町
で
は
、
町
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
連
携
し
て
、「
求
人
を
希
望
す
る
事
業

所
」
と
「
働
き
た
い
人
」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
会
社
説
明
会
（
求
人
説
明
会
）
を
、
毎

月
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
参
加
事
業
所
は
、
久
御
山
町
農
産

物
直
売
所
運
営
協
議
会
（
農
産
物
・
加
工
品

販
売
業
）、
三
京
電
産
株
式
会
社
（
産
業
用

電
機
機
械
器
具
製
造
業
）、
株
式
会
社
メ
カ

ニ
ッ
ク
（
機
械
製
造
業
）
で
す
。

　

日
時
／
12
月
21
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
は
３
時
45
分
ま
で
）　

場
所
／
ク
ロ
ス

ピ
ア
く
み
や
ま
２
階　

問
合
せ
／
産
業
課

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

上
、
実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒

21
‐
８
）　

☎
０
７
７
４（
４
６
）０
６
８
８
、 

催
し

テ
ー
マ

▲� 前回の住民討議会

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

201612December
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nformation

０
７
８
０

献
血

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
、
海
外
旅
行
か

ら
帰
国
後
４
週
間
を
経
過
し
な
い
な
ど
、
献

血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
26
日
㈪ 

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
イ
オ
ン
久

御
山
店
１
階
憩
い
の
広
場　

注
意
／
16
～
17

歳
は
２
０
０
ml
の
み
可
能
、
65
歳
以
上
は
、

60
～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
に
限

り
ま
す　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課
ま
た
は
京

都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５（
５ 

３
１
）０
１
１
１

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き

こ
も
り
が
ち
で
心
の
健

康
に
不
安
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
と
内
容
／
12
月
２
日
㈮ 

午
前
11
時

～
午
後
２
時=

料
理
作
り
、
12
月
16
日
㈮ 

正

午
～
午
後
３
時=

カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

場

所
／
中
央
公
民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

傾
聴
サ
ロ
ン
〝
こ
こ
ろ
〟
で

気
持
ち
ス
ッ
キ
リ

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〝
こ
こ
ろ
〟
で
は
、

10
月
か
ら
「
傾
聴
サ
ロ
ン
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

傾
聴
と
は
本
人
や
、
介
護
者
の
話
を
聴
か

せ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
私

た
ち
に
話
す
こ
と
で
気
が
楽
に
な
り
、
気
持

ち
が
す
っ
き
り
す
る
「
こ
こ
ろ
の
援
助
活

動
」
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
12
月
15
日
、
平
成
29
年
１
月
19

日
、
２
月
16
日
、
３
月
16
日
。
い
ず
れ
も
第

３
木
曜
日
。
午
後
１
時
～
３
時
30
分
。
申
込

不
要
で
す　

場
所
／
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ

さ
ん
」（
ゆ
う
ホ
ー
ル
角
の
信
号
交
差
点
を
北

へ
約
30
㍍
）　

対
象
／
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
人
、
高
齢
者
世
帯
、
介
護
し
て
い
る

人
な
ど　

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

男
ひ
と
り
の
過
ご
し
方

「
雑
煮
」
な
ど
の
料
理
教
室

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
男
ひ
と
り
の

過
ご
し
方
」
と
し
て
、
町
内
在
住
で
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
男
性
を
対
象
に
、
年
４
回

料
理
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

雑
煮
を
中
心
と
し
た
献
立
で
す
。

　

日
時
／
12
月
16
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後

２
時　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室　

講
師
／
町
内
在
住
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

献
立

／
京
風
白
み
そ
の
雑
煮
、
す
ま
し
汁
の
雑

煮
、
大
根
な
ま
す　

定
員
／
先
着
20
人　

参

加
費
／
５
０
０
円　

持
ち
物

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
）
な
ど　

問
合
せ
・

申
込
／
同
協
議
会

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊

び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報

交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
12
月
７
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育

所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内
在
住

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物
／
着
替

え
・
水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

お
も
ち
ゃ
病
院

（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
10
日
㈯　

午
前
10
時
～
正

午
（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所

／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交

換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
／
予
約

不
要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ
の
他
／
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
使
わ
な

く
な
っ
た
動
く
お
も
ち

ゃ
を
再
利
用
し
ま
す
の

で
、
寄
附
を
お
受
け
し

て
い
ま
す　

問
合
せ
／

同
協
議
会

城南勤労者福祉会館の教室

講座名 受付
開始日

期間
( 曜日 )

開講
時間 回数 募集

定員 受講料等

ステンド
グラス教室

12/ ７
㈬～

H29/ １/ ７～
３/25 ㈯

９：30 ～
12：00 10 初心者３

経験者６

9,000 円
（教材費）
初心者　5,000 円
経験者 10,000 円

親子
体操教室

12/17
㈯～

H29/ １/17 ～
２/ ７㈫

10：00 ～
11：30 4 15 組 2,000 円

城南地域職業訓練センターの講座

講座名 受付
開始日

期間
( 曜日 )

開講
時間 回数 募集

定員 受講料等

日商簿記検定 3 級
短期実践講座

12/27
㈫～

H29/2/2 ～
2/21( 火・木）

18：30 ～
21：00 6 20 11,000 円

（別途要教材費）
このほかにも講座があります。お問い合わせください。

（有料広告）
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ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
親
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
所
を
設
け
て
、
あ
そ
び
や
学

習
、
ご
飯
づ
く
り
な
ど
を
し
て
ひ
と
り
親
家

庭
の
応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間
か

ら
の
出
席
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料　

た
だ
し
夕
食
材
料
費

１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
町
母
子
寡
婦 

（
さ
つ
き
）
会　

南
る
り
江
さ
ん
☎
０
７
７ 

４（
４
５
）０
２
８
４
（
午
後
６
時
～
９
時
）

あ
そ
び
の
広
場

　

民
生
児
童
委
員
協

議
会
で
は
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
の
子

育
て
を
応
援
す
る
「
あ
そ
び
の
広
場
」
を
開

き
ま
す
。
申
込
不
要
で
す
。　
　

　

日
時
／
12
月
20
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル　

対
象
／

町
内
在
住
で
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
作
り　

問
合
せ

／
住
民
福
祉
課

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　

日
時
／
１
月
22
日
㈰ 

午
前

10
時
～
午
後
４
時　

場
所
／

総
合
体
育
館　

種
目
／
①
男

性
の
部
Ａ
（
18
歳
以
上
フ
リ
ー
）
②
男
性
の

部
Ｂ
（
35
歳
以
上
で
４
人
の
合
計
年
齢
が

１
６
０
歳
以
上
）
③
女
性
の
部
Ｃ
（
18
歳
以

上
フ
リ
ー
）
④
女
性
の
部
Ｄ
（
35
歳
以
上
で

４
人
の
合
計
年
齢
が
１
６
０
歳
以
上
）
※
年

齢
は
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
登
録
人
数

は
各
部
と
も
５
人
以
上　

募
集
／
30
チ
ー

ム
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

参
加
費
／

１
チ
ー
ム
３
，０
０
０
円
（
大
会
当
日
徴
収
） 

登
録
チ
ー
ム
は
１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円　

申

込
／
12
月
22
日
㈭
ま
で
に
町
体
育
協
会
（
総

合
体
育
館
内
）
へ
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可

第
20
回
記
念
２
人
団
体
卓
球
大
会

　

町
卓
球
協
会
で
は
、
２
人
団
体
卓
球
大
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
時
／
２
月
５
日
㈰ 

午
前
９
時
か
ら　

場
所
／
総
合
体
育
館　

対
象
／
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
、
在
ク
ラ
ブ
、
在
学
者
（
中
学
生

以
上
）　

種
目
／
団
体
戦
（
①
シ
ン
グ
ル
②

ダ
ブ
ル
ス
③
シ
ン
グ
ル
）、
男
子
１
部
・
２

部
・
３
部
・
女
子
１
部
・
２
部
・
３
部　

※

男
女
混
成
チ
ー
ム
は
男
子
チ
ー
ム
に
含
む
。

３
人
で
も
可　

参
加
費
／
１
チ
ー
ム
２
，

０
０
０
円
（
久
御
中
生
は
無
料
）　

申
込
／

１
月
９
日
㈪
必
着
で
町
卓
球
協
会
事
務
局 

鍛
冶
野
さ
ん
へ
（
宇
治
市
宇
治
善
法
１
１
６

-

７ 

FAX
０
７
７
４（
２
６
）２
２ 

２
６
）　

問
合
せ
／
町
卓
球
協

会
会
長 

松
本
茂
樹
さ
ん
☎

０
９
０（
３
１
６
９
）７
７
５
２

消
防
団 

新
入
団
員
を
募
集

　

町
に
は
、
現
在

１
９
２
人
（
内
女

性
10
人
）
の
消
防

団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

入
団
希
望
者
が
減
少
し
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分

た
ち
で
守
る
」
を
基
本
理
念
に
、
火
災
発
生

時
の
消
火
活
動
や
飛
び
火
の
警
戒
、
地
震
災

害
時
の
救
助
や
避
難
誘
導
、
大
雨
に
よ
る
水

防
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
献
身
的
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
に
は
、
火
災

予
防
の
広
報
活
動
や
防
火
訪
問
、
災
害
に
備

え
て
消
防
ポ
ン
プ
の
放
水
点
検
や
訓
練
を
重

ね
て
、
技
能
・
体
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域

の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
特
に
若
い
人

た
ち
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
各
部
の
団
員
か
ら
、
来
年
度
の

入
団
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　

問
合
せ
／
消
防
本
部

保
育
士
（
臨
時
職
員
）
募
集

　

町
で
は
、
臨
時
職
員
（
保
育
士
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
期
間
／
随
時
～
平
成
29
年
３
月
31

日
（
雇
用
期
間
応
相
談
）　

応
募
資
格
／
18

歳
以
上
で
、
保
育
士
資
格
が
あ
る
人　

賃
金

／
時
給
１
，０
０
０
円　

勤
務
時
間
等
／
月

～
金
曜
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
休
み
）　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

勤
務
場
所
／

御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
の
い
ず
れ
か
の
保
育

所　

募
集
人
員
／
各
保
育
所
若
干
名　

申
込

み
・
問
合
せ
／
履
歴
書
（
市
販
）
に
写
真
を

貼
付
の
う
え
、
い
ず
れ
か
の
保
育
所
へ

町
立
保
育
所
の
入
所
申
込

　

町
立
保
育
所
の
平

成
29
年
度
新
規
入
所

申
込
受
付
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
現
在
、
保

育
所
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、
継
続
し
て
入

所
を
希
望
す
る
人
は
、
保
育
所
か
ら
通
知
を

し
ま
す
の
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童
／
平
成
23
年
４
月
２
日
～
28
年

９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
。
年
度

の
途
中
で
「
生
後
６
か
月
児
」
以
上
に
達
し
た

と
き
は
、
そ
の
翌
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
入
所
基
準
／
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
仕
事

や
病
気
、
介
護
な
ど
の
理
由
で
児
童
を
保
育

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合　

※
入
所
基

準
を
満
た
す
場
合
、
必
要
な
期
間
入
所
で
き

ま
す
。

■
書
類
配
布
／
各
保
育
所
及
び
子
育
て
支
援

課
で
12
月
12
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す

■
受
付
期
間
／
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮
か
ら

13
日
㈮
ま
で
同
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

区分 水曜開催 金曜開催

12月 7日、14日、
21日、28日

2日、9日、16日、
23日、30日

１月 4日、11日、
18日、25日

6日、13日、
20日、27日

時間 午後４時30分～８時30分
場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、
夕食づくり

ほっとハウス「チエさん」は、
ゆうホール角の信号のある交差
点を北へ約 30㍍。

募
集

お
し
ら
せ
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nformation

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
と

蓄
電
設
備
の
設
置
に
補
助
金

　

町
で
は
、
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
化
を

促
進
す
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
用
太
陽
光
発

電
（
公
称
最
大
出
力
値
10 

kw
未
満
の
も
の
）

と
、
蓄
電
設
備
（
蓄
電
容
量
が
１
kwh
以
上
の

も
の
）
を
、
同
時
に
設
置
す
る
人
を
対
象

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
／
次
の
「
要
件
１
」
の
い
ず
れ
か
を

満
た
し
、
か
つ
「
要
件
２
」
の
全
て
を
満
た

す
も
の　

要
件
１ 

▼
町
内
に
自
ら
が
居
住

す
る
住
宅
（
小
規
模
店
舗
等
を
併
設
し
た
も

の
を
含
む
。
但
し
、
借
家
・
共
同
住
宅
は
除

く
）
に
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
を
同

時
に
設
置
し
た
個
人
▼
太
陽
光
発
電
設
備
と

蓄
電
設
備
を
設
置
し
た
町
内
の
新
築
住
宅
を

購
入
し
た
個
人
。
※
い
ず
れ
の
設
備
も
未
使

用
の
も
の　

要
件
２ 

▼
本
町
に
住
所
を
有

し
て
い
る
も
の
▼
平
成
28
年
４
月
１
日
以
後

に
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
を
同
時
に

設
置
し
た
も
の
で
、
太
陽
発
電
設
備
を
対
象

と
す
る
電
力
需
給
契
約
を
電
力
会
社
と
締
結

し
需
給
開
始
日
か
ら
６
か
月
以
内
の
も
の
▼

「
要
件
１
」
に
該
当
す
る
個
人
に
町
税
滞
納

が
無
い
こ
と　

補
助
金
／
太

陽
光
発
電
設
備
・
蓄
電
設
備

と
も
に
、
１
施
設
ご
と
に
設

置
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の

１
を
限
度
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
補
助
金
上
限
額
は
次
の
と
お
り
で
す 

（
１
，０
０
０
円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
）

▼
太
陽
光
発
電
設
備
は
公
称
最
大
出
力
値

１ 

kw
当
た
り
１
万
円
（
上
限
額
は
４
万
円
）

▼
蓄
電
設
備
は
蓄
電
容
量
１
kwh
当
た
り
６
万

円
（
上
限
額
は
36
万
円
）　

注
意
／
太
陽
光

発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
の
両
設
備
が
補
助
金

交
付
対
象
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
補
助
金
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

平
成
28
年
度

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

試
験
の
種
類
／
全
種
全
類　

試
験
日
／
平

成
29
年
２
月
12
日
㈰　

試
験
会
場
／
Ｙ
Ｉ
Ｃ

京
都
工
科
大
学
校
（
京
都
市
）　

願
書
受
付

／
書
面
申
請
（
原
則
郵
送
）
12
月
22
日
㈭
～

平
成
29
年
１
月
６
日
㈮ 

締
切
日
消
印
有

効　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京

都
府
支
部
（
〒
６
０
２-

８
０
５
４ 

京
都

市
上
京
区
出
水
通
油
小
路
東
入
る 

京
都
府

庁
西
別
館
３
階
）
問
合
せ
☎
０
７
５（
４ 

１
１
）０
０
９
５　

願
書
は
消
防
本
部
に
あ

り
ま
す　

電
子
申
請
（
24
時
間
対
応
）
12
月

19
日
㈪
～
平
成
29
年
１
月
３
日
㈫
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

問
合
せ
☎
０
５
７
０（
０
７
）１
０
０
０
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　

合
格
発
表
／
平
成
29
年
３

月
２
日
㈭ 

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
京
都
府
支
部
掲
示
板　

免
状
交
付
／
平
成

29
年
３
月
24
日
㈮
～
28
日
㈫

　

家
の
中
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
「
給

湯
」
と
「
暖
房
」
が
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
外
気
温
が
低
い
冬
は
、
特
に
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
ま
す
。
冬
こ
そ
、
熱
を

逃
さ
な
い
「
断
熱
」
の
対
策
が
有
効
で
す
。

★
冬
の
「
断
熱
」
の
メ
リ
ッ
ト

　

断
熱
対
策
を
す
る
と
、
熱
が
室
外
へ
逃

げ
に
く
く
な
る
た
め
、
暖
房
効
率
が
上
が

り
ま
す
。

　

床
や
壁
や
天
井
か
ら
の
放
射
熱
は
、
体

感
温
度
に
影
響
す
る
た
め
、
断
熱
対
策
を

す
る
と
体
感
温
度
が
上
が
り
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
暖
房
器
具
の
設

定
温
度
を
下
げ
て
も
快
適
に
過
ご

せ
る
の
で
、
省
エ
ネ
・
光
熱
費
削

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

★
交
通
事
故
死
よ
り
多
い

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
死
亡
者

　

急
激
な
温
度
差
に
よ
り
心
筋
梗

塞
・
脳
卒
中
な
ど
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
現
象
は
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
死
亡
者

は
、
交
通
事
故
死
亡
者
よ
り
多

数
で
す
。
冬
季
の
入
浴
時
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　

家
の
中
の
断
熱
で
温
度
差
を
小

さ
く
し
て
、
健
康
か
つ
省
エ
ネ
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

★
窓
の
断
熱
対
策

　

冬
、
屋
内
か
ら
外
へ
逃
げ
る

熱
の
48
％
は
、
窓
か
ら
流
出
し
ま
す
。
ま

た
、
室
内
の
窓
面
で
冷
え
た
空
気
が
下
へ
移

動
し
、
足
下
が
冷
え
ま
す
。
窓
回
り
を
断
熱

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
が
改
善
し
ま
す
。

　

▼
厚
手
で
長
め
（
床
ま
で
届
く
長
さ
）
の

カ
ー
テ
ン
を
取
り
付
け
る
▼
窓
に
断
熱
シ
ー

ト
を
付
け
る
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
簡
単

に
取
り
付
け
ら
れ
る
も
の
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
）。

★
床
の
断
熱
対
策

　

こ
た
つ
敷
き
や
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
床
に

じ
か
に
敷
く
と
、
熱
が
床
に
逃
げ
て
暖
房
効

率
が
下
が
り
ま
す
。

　

▼
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
床
の
間
に
（
銀
色
の
）

断
熱
マ
ッ
ト
を
敷
く
▼
こ
た
つ
は
、
こ
た

つ
布
団
だ
け
で
な
く
上
掛
け
ふ
と
ん
や
敷

布
団
を
あ
わ
せ
て
使
う
。
敷
布
団
と
床
の

間
に
断
熱
マ
ッ
ト
を
敷
く
と
、
さ
ら
に
効

果
的
▼
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
が
冷
た
い
場

合
、
小
さ
な
四
角
を
組
み
合
わ
せ
て
好
き

な
大
き
さ
に
で
き
る
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
マ
ッ

ト
」
を
敷
き
つ
め
る
。
断
熱
性
の
あ
る
素

材
な
の
で
、
床
の
冷
た
さ
を
遮
断
し
、
足

元
の
寒
さ
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
そ
の
他

　

暖
房
時
の
注
意 

暖
か
い
空
気
は
部
屋
の

上
に
、
冷
た
い
空
気
は
下
に
移
動
し
ま
す
。

暖
房
を
下
向
き
に
送
風
し
た
り
、
サ
ー

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
を
上
手
に
利
用
し
て
、

部
屋
の
空
気
を
か
き
混
ぜ
ま
し
ょ
う
。

　

す
き
ま
風
対
策 

ド
ア
や
ふ
す
ま
、
障

子
か
ら
の
す
き
ま
風
が
あ
る
場
合
は
、「
す

き
ま
用
テ
ー
プ
」
を
貼
る
と
、
暖
房
効
率

が
良
く
な
り
ま
す
。

　

給
湯
対
策 
お
皿
洗
い
の
際
の
お
湯
の
温

度
が
高
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
お
風
呂
で
は
、
シ
ャ
ワ
ー

の
出
し
っ
ぱ
な
し
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

断
熱
で
快
適
、
し
か
も
省
エ
ネ
で
光
熱
費
が
削
減

冬の省エネ対策（断熱編）
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火
葬
料
の
補
助

　

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
が
死
亡
ま
た
は
、
妊
娠
第
４
月
以
上
で
死

産
さ
れ
、
火
葬
さ
れ
た
場
合
に
、
火
葬
を
行

っ
た
人
（
火
葬
の
許
可
を
受
け
た
人
）
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
額
／
申
請
者
が
負
担
し
た
火
葬
料
と

火
葬
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
住
民

が
負
担
す
る
火
葬
料
の
差
額
の
７
割　

　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

葬
祭
費
の
支
給
申
請

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
し
て
い
た
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
葬
祭
を
行
っ
た
人
（
喪
主
）
に
葬
祭
費
と

し
て
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
／
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る

も
の
、
喪
主
が
確
認
で
き
る
書
類
（
会
葬
礼

状
な
ど
）、
葬
祭
費
の
受
取
口
座
が
分
か
る

も
の
を
持
参
し
、
国
保
健
康
課
へ
。
死
亡
し

た
人
の
保
険
証
を
返
却
し
て
い
な
い
場
合
は

保
険
証
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
社
会
保
険
か
ら
埋
葬
料
が
支
給
さ

れ
た
場
合
、
葬
祭
費
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
。　

　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

農
地
の
形
状
を
変
更
す
る
と
き
は

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

町
内
の
農
地
で
田
畑
転
換
や
湿
地
解
消
の

た
め
盛
土
な
ど
を
行
い
、
農
地
の
形
状
を
変

更
す
る
場
合
は
、
周
辺
農
地
等
へ
の
悪
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
、
工
事
着
手
前
に
「
久
御

山
町
農
業
委
員
会
農
地
形
状
変
更
事
業
指
導

要
綱
」
に
基
づ
く
事
前
協
議
が
必
要
で
す
。　

　

農
地
の
形
状
変
更
を
計
画
さ
れ
て
い
る
と
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
を

受
け
取
り
ま
し
た
か
？

　

昨
年
10
月
か
ら
日
本
国

内
に
住
民
票
を
有
す
る
全

て
の
人
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
通
知
カ
ー
ド
と
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
場
合
は
住
民
福
祉
課
に
返
戻
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

返
戻
さ
れ
て
い
る
場
合
、
次
の
必
要
書
類

を
持
参
し
、
住
民
福
祉
課
の
窓
口
へ
受
け
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

　

▼
本
人
確
認
書
類
…
①
官
公
署
発
行
の
顔

写
真
入
り
の
身
分
証
明
（
１
点
）
ま
た
は
②

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
な
し
の
身
分
証
明 

（
２
点
）
※
以
上
の
書
類
が
無
い
場
合
は
住

民
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
代
理
の
場
合
は
】
…
代
理
人
の
身
分
証

明
（
前
記
本
人
確
認
書
類
①
ま
た
は
②
）

と
、
代
理
権
の
分
か
る
書
類
（
法
定
代
理
人

の
場
合
は
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
、
任
意
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
な
ど
）

　

※
通
知
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
通
知
カ
ー
ド
の
裏
面
に
新
情
報

の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
通
知
カ

ー
ド
と
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
、
住
民
福

祉
課
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
を

ご
利
用
の
人
へ

　

昨
年
12
月
22
日
を
も
っ
て
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
を
更
新
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
終
了
し
、
本
年
１
月
か
ら
は
新
た
な

電
子
証
明
書
が
標
準
的
に
搭
載
さ
れ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書

は
、
有
効
期
間
満
了
日
ま
で
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
が
、
有
効
期
間
満
了
後
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
（
無
料
）
を
申

請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
交
付

申
請
後
か
ら
約
１
か
月
程
度
の
時
間
を
要
し

ま
す
。
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
等
で
電
子

証
明
書
を
利
用
す
る
場
合
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
問
合
せ

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト　

検
索

ま
た
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０ 

（
２
０
）０
１
７
８
ま
た
は
町
住
民
福
祉
課
へ

は
、
事
前
に
町
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
町
農
業
委
員
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

家
屋
の
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
人
は
申
告
を

　

今
年
中
に
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
さ
れ
た
人
は
、
至
急
税
務
課
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
１
月
１

日
現
在
の
建
物
の
状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
取
り
壊
し
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、

家
屋
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
固
定
資
産
税

な
ど
を
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
お
宅
に

は
、
家
屋
評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問
合
せ
／
税
務
課

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
お
願
い

　

京
都
府
内
の
全
市
町
村
と
京
都
府
で
は
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

個
人
住
民
税
（
個
人
の
市
町
村
民
税
及
び

府
民
税
）
は
、
納
税
義
務
者
の
１
月
１
日
現

在
の
住
所
地
の
市
町
村
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
と
は
、
給
与
支
払
者
（
事
業

主
）
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う

に
、
毎
月
の
給
与
か
ら
従
業
員
等
の
個
人
住

民
税
を
差
し
引
い
て
、
市
町
村
に
納
入
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

法
令
の
規
定
に
よ
り
、
原
則
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
義
務
が
あ
る
給
与
支
払
者
（
事
業

主
）
に
は
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
役
員
等
を
含
む
全
て
の

従
業
員
等
の
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
（
事
業
主
や
従
業
員
等
の
意
思
に
よ
る
徴

収
方
法
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施
さ
れ
て

い
な
い
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
は
、
法
令

に
基
づ
く
適
正
な
特
別
徴
収
の
実
施
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　

▼
個
人
住
民
税
の
税
額
計
算
は
市
町
村
が

行
う
の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
事
業
主
が
税

額
の
計
算
や
年
末
調
整
を
す
る
手
間
が
か
か

り
ま
せ
ん
。

　

▼
従
業
員
は
、
金
融
機
関
に
出
向
い
て
納

税
す
る
手
間
が
省
け
、
納
付
を
忘
れ
る
な
ど

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。
※　バーコード印字がない納付書は使用できません。

☞
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nformation

の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

▼
年
税
額
を
12
回
に
分
け
て
支
払
う
た

め
、
納
期
が
年
４
回
で
あ
る
普
通
徴
収
（
納

税
義
務
者
が
直
接
納
付
）
よ
り
１
回
当
た
り

の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
な
ど
は

　

毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
給
与
支
払
報
告

書
（
総
括
表
・
個
人
別
明
細
書
）
を
、
該
当

市
町
村
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ

の
際
に
、
総
括
表
等
に
「
特
別
徴
収
」
す
る

旨
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
記
載
方
法
な
ど
で
ご
不
明
な
点

は
、
従
業
員
等
の
住
所
地
の
担
当
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
合
せ
／
税
務
課

宇
治
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

開
設
は
２
月
16
日
か
ら
で
す

　

宇
治
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
、
平
成

29
年
２
月
16
日
㈭
か
ら
開
設
し
ま
す
（
閉
庁

日
を
除
く
）。
２
月
15
日
㈬
以
前
は
開
設
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

申
告
会
場
の
開
設
時
間
は
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で
で
す
が
、
相
談
受
付
時
間
は

午
後
４
時
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て

は
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
や
早
め 

（
午
後
３
時
頃
） 

に
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

お
願
い

　

▼
申
告
会
場
へ
お
越
し
に
な
る
際
は
、
電

車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

▼
税
務
署
で
は
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
隣
に
も
コ
ピ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

写
し
の
必
要
な
書
類
（
家
屋
に
係
る
売
買
契

約
書
ま
た
は
工
事
請
負
契
約
書
な
ど
）
は
、

あ
ら
か
じ
め
写
し
を
作
成
の
上
、
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
宇
治
税
務
署
☎
０
７
７
４ 

（
４
４
）４
１
４
１

ご
協
力
く
だ
さ
い　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
、
新
た
な

年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
た
ち
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
と
、
毎
年
12
月
１
日
か
ら

31
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
募
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
募
金
は

町
の
福
祉
を
必
要
と
す
る
、
生
活
困
難
な
人

へ
の
お
見
舞
金
や
、
寝
た
き
り
の
人
へ
の
物

品
の
配
分
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
12
月
６
日
㈫ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
12
月
13
日
㈫
、
27
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
。

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
役
場
２
階
会
議
室
22

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
12
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
12
月
２
日

㈮
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
、
贈
与
、
不
動
産
の

売
買
、
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
12
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～

４
時
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
12
月
２
日

㈮
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
） 

午
前
10
時
～
午
後
５
時　

場
所
／
教
育
相
談

室
（
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
）　

※
電
話
で
教
育
相

談
室
へ
予
約
を
☎
０
７
７
４（
４
６
）５
６
４
０

【
く
ら
し
と
仕
事
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み
に
、

相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
５
日
㈪　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７　

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
。電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
８
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
12
月
22
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
12
月
８
日
㈭
、
22
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
０
７
５（
６ 

３
１
）３
４
２
１　

相
談
時

間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

相
談
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学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴　

内
容
／
琵
琶
湖
の
野
鳥

観
察
と
琵
琶
湖
博
物
館
見
学　

定
員
／
20
人　

費
用
／
小
学

生
２
０
０
円
、
大
人
１
，０
０
０
円

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
12
月
24
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

　
　
　

申
込
は
12
月
２
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

 

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

【
年
末
年
始
の
体
育
施
設
の
休
館
日
】

　

総
合
体
育
館
及
び
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
、
12
月
29
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫
ま
で
休
館

と
な
り
ま
す
。
12
月
28
日
㈬
及
び
１
月
４
日

㈬
の
施
設
予
約
の
受
付
は
、
役
場
２
階
の
社

会
教
育
課
で
行
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
12
月
４
日
㈰
・
18

日
㈰=

午
前
10
時
～
10
時
40

分
、
12
月
12
日
㈪
・
22
日
㈭

=

午
後
７
時
～
７
時
40
分
。

い
ず
れ
か
一
日
選
択　

対
象
／
12
歳
以
上
の

人
（
小
学
生
を
除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学

び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
講

習
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア

　
　
　

申
込
は
12
月
２
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

　
　
【
休
館
日
】�
毎
週
月
曜
日
。
年
末
年
始

は
、
12
月
28
日
㈬
～
１
月

４
日
㈬
ま
で
休
館
し
ま
す
。

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
12
月
８
日
㈭
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
12
月
４
日
㈰ 

午

前
９
時
30
分
～
10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２

年
生
以
上
。
大
人
の
参
加
可　

内
容
／
漢
字
学
習
と
書
写
教
室
を
同
時
並
行

開
催　

定
員
／
20
人

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
12
月
７
日
㈬
、
21
日
㈬　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

町
の
施
設

総
合
体
育
館
の
催
し

楽
し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不

要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代

だ
け
必
要

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
12
月
９
日
㈮
、
16
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
１
０
０
円　

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
12
月
10
日
㈯

①
午
前
９
時
30
分
～
11
時

②
午
後
１
時
～
２
時
30
分

③
午
後
３
時
～
４
時
30
分　

※
①
～
③
の
い

ず
れ
か
か
ら
選
択　

対
象
／
町
内
在
住
の
小

学
生　

内
容
／
「
干え

支と

」
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
を
作
り
ま
す　

定
員
／
各
12
人

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
12
月
10
日
㈯ 

午
後
６
時
30
分
～

７
時
30
分=

月
と
冬
の
星
を
観
察
、
12
月
24

日
㈯ 

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分=
冬
の

星
座
を
観
察
。
受
付
は
当
日
の
終
了
時
間
30

分
前
ま
で　

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る

人
。た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

雨
天
・
曇
天
は
中
止

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
12
月
15
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り　

定
員
／
30
人
。
申
込
不

要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

　

日
時
／
12
月
17
日
㈯ 

午
前
10
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者
。
た

だ
し
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／

科
学
ビ
デ
オ
の
視
聴
と
簡
単
な
実
験　

定
員

／
10
組

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
12
月
18
日
㈰　

午

前
９
時
30
分
～
正
午　

対
象

／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で

18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
季

節
の
花
で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す　

定
員
／
16
人　

費
用
／
１
，５
０
０
円

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
12
月
18
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分
～

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年

生　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
作
り
ま
す　

定
員
／
16
人　

費
用
／
８
０ 

０
円大

人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
12
月
21
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分
～

３
時
40
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
美
女
あ

り
き
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。申
込
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
へ

野
鳥
観
察
と
博
物
館
見
学
会

　

日
時
／
12
月
23
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後

５
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
た
だ
し
小
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日
時
／
12
月
８
日
㈭　

午
前
11
時
30
分
か

ら
親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
12
月
９
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室

日
曜
開
館

　

日
時
／
12
月
11
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
午
前
９
時
～

午
後
４
時
）

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
12
月
14
日
㈬　

午
前
10
時
40
分
～

11
時
40
分　

対
象
／
生
後
３
か
月
頃
か
ら
ハ

イ
ハ
イ
を
始
め
る
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん　

定
員

／
先
着
10
組　

費
用
／
乳

児
１
人
に
つ
き
３
０
０
円　

申
込
／
12
月
７
日
㈬
ま
で

に
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
へ

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う

　

小
・
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
12
月
15
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分つ

ど
い
の
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
12
月
16
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

２
階
交
流
室

正
月
料
理
教
室

　

お
せ
ち
料
理
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
人　

講
師
／
田
井
秀
樹
さ
ん　

定
員
／
20

人　

費
用
／
２
，０
０
０
円　

持
ち
物
／
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、
タ
オ
ル

迎
春
寄
せ
植
え
教
室

　

お
正
月
用
の
寄
せ
植

え
作
り
に
挑
戦
し
ま

す
。

　

日
時
／
12
月
26
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

講
師
／
石
川
潤
さ
ん　

定
員

／
20
人　

費
用
／
２
，０
０
０
円　

持
ち
物

／
エ
プ
ロ
ン
、
軍
手
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

　
　
【
休
館
日
】�

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜

日
を
除
く
）、
月
曜
日
・

祝
日
。
年
末
年
始
は
12
月

29
日
㈭
～
１
月
４
日
㈬
ま

で
休
館
し
ま
す
。

12
月
の
誕
生
会

　

12
月
生
ま
れ
の
お
友
だ

ち
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
12
月
６

日
㈫
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各
先
着
15
人　

費
用
／

５
０
０
円
。
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の

場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
だ

け
必
要　

そ
の
他
／
顔
写
真
（
2.5 

cm
×
２

cm
）
１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
12
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
人　

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
開
放
。
申

込
不
要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

冬
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

日
時
／
１
月
13
日
～
３
月

17
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
。

10
回
コ
ー
ス
。
１
部=

午
前

10
時
～
11
時
、
２
部=

午
前

11
時
15
分
～
12
時
15
分　

対
象
／
15
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
本
田
宜

子
さ
ん　

定
員
／
各
先
着
35
人　

費
用
／
各

３
，５
０
０
円

冬
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

日
時
／
１
月
17
日
～
３
月
14
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
。２
月
14
日
を
除
く
８
回
コ
ー
ス
。

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
黒
川　

ま
さ
み
さ
ん　

定
員
／
先
着
35
人　

費
用
／

２
，８
０
０
円

　
　
　

�　
申
込
は
12
月
２
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら
。

　
　
　

�

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
【
休
館
日
】�

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）。

年
末
年
始
は
、
12
月
28
日
㈬
～

１
月
４
日
㈬
ま
で
休
館
し
ま
す
。

き
も
の
着
付
け
教
室

　

和
服
の
美
し
い
着
こ
な

し
と
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
８
日
㈭
、

15
日
㈭
、
22
日
㈭
の
３
回

コ
ー
ス　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

対

象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

人　

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん　

定
員
／
15
人　

費
用
／
１
０
０
円　

持
ち
物
／
着
物
、
足

袋
、
下
着
、
長
じ
ゅ
ば
ん
、
前
板
、
ひ
も
４

本
、
伊
達
締
め
２
本
、
帯
枕
、
帯
あ
げ
、
帯

締
め
、
名
古
屋
帯
、
袋
帯

宇
治
茶
ム
リ
エ
養
成
講
座

　

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
と
宇
治
茶
の
郷

づ
く
り
協
議
会
が
実
施
す
る
講
座
で
す
。
日

本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
指
導
で
、

宇
治
茶
の
歴
史
や
種
類
、
玉
露
の
い
れ
方
を

学
び
ま
す
。受
講
者
に
は
「
宇
治
茶
ム
リ
エ
」

認
定
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
12
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳

以
上
の
人　

定
員
／
20

人　

費
用
／
無
料

中
央
公
民
館
の
催
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し



18まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年12月1日

保健予防のコーナー

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
� 問合せ／子育て支援課

12月の母子保健と成人健診
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

離乳食教室   1日㈭ 午前10時～
� 10時15分

３～10か月児の
保護者（要予約）

離乳食の指導、作り方の実習と試
食（初期・中期・後期）

パパ＆ママ教室
（第１回）   3日㈯ 午後１時～

　� １時15分 妊婦と家族 助産師によるお産の話、沐浴実習

※子育て相談
（あいあいホール
出張相談）

  5日㈪
12日㈪
19日㈪

午前９時～
�午後４時30分

おおむね中学校
卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用
して、保健師等が育児や発達に
関する相談をお受けします

乳幼児相談   7日㈬ 午前９時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

パパ＆ママ教室
（第２回）   8日㈭ 午後１時～

　� １時15分 妊婦と家族
プレママ体操、栄養の話、絵本の
世界

１歳８か月児健診   9日㈮ 午後１時20分
� ～１時40分

平成27年３月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

３～４か月児健診 13日㈫ 午後１時20分
～１時40分

平成28年８月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導、ブックスタート

２歳６か月児
歯科健診 14日㈬

午後１時～
１時15分

午後２時～
　２時10分

平成26年５･
６月生まれ

歯科医師による健康診査、予防
指導、身体的・精神的な発達指導

成人歯科健診 14日㈬ 午後１時～
� １時30分

40歳以上の人
・妊婦

歯科医師による健康診査、歯科
衛生士による歯みがき指導

３歳児健診 16日㈮ 午後１時20分
～２時

平成25年５月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

10か月児健診 21日㈬ 午後１時20分
～１時50分

平成28年１月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導

1歳8か月児健診（11月18日）で
見つけたかわいい笑顔です。

抗
な
く
し
て
い
た
こ
と
も
、
か
た
く

な
に
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
子
ど

も
は
、
家
庭
に
お
い
て
も
、
保
育
所

や
幼
稚
園
な
ど
の
集
団
に
お
い
て

も
、
揺
れ
る
姿
を
出
す
の
で
す
。

　

大
人
が
、
子
ど
も
の
思
い
を
受
け

止
め
な
が
ら
、
子
ど
も
が
相
手
の
思

い
に
気
づ
け
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
、
子
ど
も
の
心
の
中
に
「
い

い
よ
」「
一
緒
に
し
よ
う
」
と
自
分
と

相
手
を
受
け
止
め
ら
れ
る
心
が
育
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
大
人
は
正
し
い

こ
と
を
押
し
付
け
る
の
で
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
心
の
揺
れ
を
見
守
り
育

ん
で
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

★

　
「
こ
れ
っ
て
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
の
？
」
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
が
あ
れ
ば
、
保
健
師

等
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　

２
歳
頃
に

は
何
に
対
し

て
も
「
い

や
」
と
言
っ

て
い
た
の

が
、
3
歳
頃

に
な
る
と
「
大
き
な
自
分
」
と
「
小

さ
な
自
分
」
の
両
方
で
揺
れ
る
姿
を

見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
大
き
い
自
分
」
を
見
せ
よ
う
と

し
て
、
困
っ
て
い
る
親
を
見
て
家
事

を
手
伝
っ
て
く
れ
よ
う
と
し
た
り
、

お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
と
言
わ

れ
て
、
誇
ら
し
げ
な
姿
を
見
せ
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
、

「
褒
め
ら
れ
た
い
」「
認
め
ら
れ
た

い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
出
す
の
で

す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
ま
だ
ま
だ

「
抱
っ
こ
し
て
」
と
甘
え
て
く
る
こ

と
が
あ
っ
た
り
、
幼
稚
園
や
保
育
所

で
保
護
者
と
別
れ
る
の
に
ぐ
ず
る
こ

と
が
あ
っ
た
り
と
、「
小
さ
な
自
分
」

を
見
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
親
の
気
持
ち
を
無
視
し
た
か
の

よ
う
に
自
己
主
張
を
通
そ
う
と
し

て
、
理
由
を
つ
け
て
反
抗
し
て
き
た

り
、
相
手
に
よ
っ
て
態
度
を
変
え
た

り
し
て
、
大
人
は
対
処
に
困
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

自
分
の
行
為
の
結
果
の
予
測
が
つ
き

始
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
で
き
な

い
と
思
え
る
こ
と
に
対
す
る
不
安
を

感
じ
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き
な

い
と
思
え
る
こ
と
に
は
、
今
ま
で
抵

PART
９

すくすく
子育て★

「大きな自分」と「小さな自分」に揺れる時期
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高
齢
者
の
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
と
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
通

常
よ
り
安
く
受
け
ら
れ
る
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

実
施
期
間
は
12
月
28
日
㈬
ま

で
で
す
の
で
、
希
望
者
は
早
め

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
／
①
町
内
在
住
で
接
種
時

に
満
65
歳
以
上
の
人
②
町
内
在
住

で
接
種
時
に
満
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
が
あ
る
人　

接
種
場
所
／

久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市
な

ど
京
都
府
内
の
協
力
医
療
機
関　

接
種
回
数
／
1
回　

必
要
な
も

の
／
一
部
負
担
金
1
，
5
0
0

円
、
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の　

免
除
制
度
／

生
活
保
護
世
帯
・
住
民
税
非
課

税
世
帯
・
中
国
残
留
邦
人
の
人
は
、
一
部
負
担

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
接
種
前
に
、
国
保
健
康
課

で
免
除
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

左
記
対
象
の
人
は
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人
は
、
京
都
府
内
の
小

児
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
で
予
約
の
う
え
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市
以
外

の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
、
事
前
に
子

育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
２
期
対
象
の
人
は
、
年
度
内
（
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
）
に
限
り
無
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
接
種
対
象
者
】

第
１
期
…
生
後
１
歳
～
２
歳
未
満

第
２
期
…
平
成
22
年
４
月
２
日
生
～
平
成

23
年
４
月
１
日
生�

問
合
せ
／
子
育
て
支

援
課

い
き
い
き
ホ
ー
ル
の

く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る

ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
教
室
か
ら
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
全
14

種
類
の
教
室
を
開
催
。
目
的
に
合
わ
せ
て
、
様

々
な
教
室
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
、
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
や
こ
の
食
育
教
室 

p
a
r
t
2

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
「
久
味
の
会
」
で
は
、「
選

ぶ
力
」「
味
の
わ
か
る
力
」
な

ど
子
ど
も
の
食
育
を
養
う

「
お
や
こ
の
食
育
教
室
」
を

開
き
ま
す
。

　

親
子
や
友
達
同
士
で
参
加
し
て
食
育
を
考
え

な
が
ら
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
12
月
26
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら　

場

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室　

対
象
／
町

内
在
住
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
年
長
児
及
び
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
（
４
年
生
以
上
は
、
子
ど

も
だ
け
の
参
加
可
）　

定
員
／
先
着
20
人　

費

用
／
１
人
3
0
0
円　

献
立
／
ま
ぜ
ま
ぜ
寿

司
、
鮭
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
風
、
ご
ろ
ご
ろ

サ
ラ
ダ
、
カ
ラ
フ
ル
白
玉
ぜ
ん
ざ
い　

持
ち
物

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具　

問
合
せ
・
申
込
／
12
月
２
日
㈮
～
21
日
㈬
に
国

保
健
康
課
へ
。
電
話
可

　

日
時
／
平
成
29
年
１
月
５
日
㈭
～
３
月
22
日

㈬　

※
毎
日
３
～
５
教
室
を
開
催　

対
象
／
町

内
在
住
40
歳
以
上
で
、
継
続
し
て
参
加
で
き
る

人　

定
員
／
各
教
室
10
～
15
人
（
教
室
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。定
員
を
超
え
る
教
室
は
抽
選
）　

費
用
／
満
60
歳
以
上
は
１
回
1
0
0
円
、
満
60

歳
未
満
は
1
回
２
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／

12
月
１
日
㈭
か
ら
同
ホ
ー
ル
へ

 

☆
教
室
紹
介 

◆
マ
ッ
ス
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

い
き
い
き
健
康
教
室  

栄
養
編 

　
「
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
」
を
目
標
に
楽

し
く
料
理
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
健
康
を
見
つ

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
糖
と
脂
の
関
係
P
�a�

r
t
2
～
高
血
糖
を
予
防
す
る
～
」
で
す
。

食
べ
方
を
工
夫
し
、
活
動
量
を
少
し
増
や
す
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　

日
時
／
12
月
20
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
２

時　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
ル
ー
ム

・
調
理
実
習
室　

対
象
／
お
お
む
ね
40
歳
以
上

の
人　

内
容
／
調
理
実
習
（
日
常
の
食
生
活
で

で
き
る
工
夫
）、
栄
養
士
、
保
健
師
に
よ
る

「
高
血
糖
予
防
」
の
話　

献
立
／
の
し
ど

り
（
松
風
焼
き
）、
ナ
ム
ル
、
野
菜
の
炒
り

煮
、
果
物
（
変
更
の
場
合
あ
り
）　

持
ち
物
／

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
な
ど　

費
用
／
無
料　

定
員
／
先
着
20
人　

申
込
・
問
合
せ
／
12
月
２
日
㈮
～
15
日
㈭
に
国

保
健
康
課
へ
。
電
話
可

　

ダ
ン
ベ
ル
や
チ

ュ
ー
ブ
な
ど
様
々

な
器
具
を
使
い
、

正
し
い
姿
勢
で
効

果
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
体
を
引
き
締
め
た
い
人
や

筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
人
に
お
勧
め
の

教
室
で
す
。

12月28日までです
高齢者等インフルエンザ予防接種

接種手続き
協力医療機関の
場所 手続き方法

久御山町・宇治
市・城陽市内の
協力医療機関

不要です。

久御山町・宇治
市・城陽市以外
の京都府内の協
力医療機関

接種の 1 週間以上前
に、国保健康課へご連
絡ください。

京都府内の協力
医療機関以外及
び京都府以外の
医療機関

区域外予防接種の申請
手続きが必要です。接
種の 1週間以上前に、
国保健康課へ来所また
はご連絡ください。
　問合せ／国保健康課



平成28年10月15日から11月14日までの受付分（敬称略）

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

地
区
名
　
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

大
橋
辺	

上　
　

尚
生
・
上　
　

美
咲

藤
和
田	

岡
田　

嶺
太
・
岡
田
明
日
香

佐　

山	

阪
本　

喝
治
・
阪
本　

紗
代

　

〃　

	

辻
本　

健
一
・
辻
本　
　

舞

　

林	

鈴
木　

俊
輔
・
鈴
木　
　

恵

地
区
名	

　
出
生
児	

　
父
・
母

島　

田	

金
浜　

真ま

ほ穂　

孝
晴
・
真
知

佐　

山	

重
政　

優ゆ
う
か花　

健
一
郎
・
美
香

　

〃	

野
田　

采こ
と
は芭　

修
平
・
梓

　

〃	

三
谷　

旺お
う
と人　

智
彦
・
真
子

　

林	

北
尾　

晴は

る琉　

史
也
・
あ
や
め

　

〃	

服
部　

実み
づ
き月　

宣
彦
・
友
香
理

　

〃	

古
谷　

り
ん
か　
　

・
さ
や
か

市　

田	

田
中　

尚な
お
や弥　
　

葵
・
志
保

田　

井	

西　
　

蘭ら
ん
な菜　

哲
範
・
絵
美

生
誕
お

婚
結
ご

■瑞宝双光章／教育功労
元公立小学校長

今村 愛子さん（林・76歳)
京都市内の小学校を中心に38年

間にわたって教員生活を送り、小学
校長を９年間、退職後も町の教育委
員、委員長に就くなど教育一筋に歩
んでこられました。
父や祖母が教師で、教え子が家に来てくれるのを見て、

「先生っていいなあ」との思いを育み同じ道に。「とにかく子
どもが好き」と、子どもとの会話を通して、心のふれあいを
大事にしてきました。卒業生から同窓会の招待を受け、「立
派に成長した姿を見て感動します。教師冥利に尽きます」
と、うれしそうに話されます。
「若い頃は、とかく教えこもうとしがちでしたが、叱る前
に褒めること、子どもの良いところ・特徴を見つけ、伸ばす
ことが大事」と、長年の経験を通しての教育観に説得力があ
ります。久御山町の教育委員時代は、保育所・幼稚園、小
中学校連携による「久御山学園」構想の取り組みに尽力。
「生まれ育った町で、仕事をさせていただき、幸せでした」
と、謙虚に話をしていただきました。

■旭日単光章／土地改良事業功労
前城西土地改良区理事長

久乘 由次さん(坊之池・77歳)
昭和47年、33歳の時に城西土地

改良区の総代となり、理事や副理事長
を務めた後、平成20年、69歳で理事
長に就任。土地改良事業に携わる44
年間に、地域のかんがい排水や農業農村整備事業を推進し、地
域の農業の振興と発展に尽力されました。
京都府で第１号の府営ほ場整備事業では総代として事業を

実施し、土地改良区の運営に必要な定款･諸規定を改正するな
ど適正な運営のために奔走されました。
現在は、妻と息子の３人で農業を営み、稲作のほか、ビニー

ルハウスでキュウリやナス、ほうれん草を栽培されています。
「受章は地元の人や土地改良区の役員、町のおかげ。みんなに
世話になっている。これまで妻にも苦労をかけてきたが、こ
れで女房孝行になったかな」と優しい表情で話される久乘さ
ん。平成20年から３年間、町の農業委員として地域の農業に
貢献。「今までの経験を生かして、今後も土地改良区に協力し
ていきたい」と今後の抱負を話されました。

おめでとうございます

秋の叙勲
　公共や社会に功労があった人に授与される、平成28年
秋の叙勲を、町内から２人が受章されました。おめでと
うございます。

商工会活動のＰＲや町内産品の魅力発信、企業同士のつ
ながりなどを目的に、10月23日、町商工会主催の「商工会
フェスタ」が中央公民館前広場などで開催されました。
会場には住民ら約3,000人が来場、多様な町の産業を発
信する展示コーナーや、模擬店、物品販売などのブースを楽
しみました。ねじ締めゲームなどの体験型コーナーでは、
子どもたちが「ものづくり」に挑戦。また、焼き窯で焼いた
ピザの販売や抽選会には長蛇の列が出来るなど、人気を集
めていました。

町内産品の魅力発信　商工会フェスタ

▲体験コーナーで「ものづくり」を身近に

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。
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わがやの
我
が
家
の
お
姫
様
☆
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き

く
な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、い

っ
ぱ
い
寝
て
、い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
ね
!

ア
ン
パ
ン
マ
ン
大
好
き
!　

我
が
家
の
『
怪

獣
』で
も
あ
り
、『
天
使
』で
も
あ
り
♡

古
庄
　
來く
ら
ん蘭

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

黒
川
　
椛は

な菜
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

津
田
　
光ひ

か
り莉

ち
ゃ
ん
（
2
歳
）

▲盛り上がったペットボトルボウリング▲優勝へ向かってタスキをつなぐ佐山小Ｄチーム

▲ミニ運動会でパン食い競争を繰り広げる

10月20日、スポーツとレクリエー
ションを通じて町民の健康増進を
図る「健康づくりスポーツレクリエ
ーション祭」が総合体育館で開催さ
れ、約200人が参加しました。
参加者は、点数を競い合うペット
ボトルボウリングや玉入れなどを楽
しんだり、保健師による健康相談や
血管年齢･骨密度の測定コーナーに
長い列を作るなど、多彩なコーナー
を体験。また、久味の会によるりん
ご酢の入ったちょっと酸っぱいバー
モントドリンクの試飲もあり、会場
は大いに盛り上がっていました。

久御山町小学校児童駅伝大会が
11月12日、東角小学校を発着点とす
る周辺道路で行われました。
御牧・佐山・東角各小学校の５、

６年生が、それぞれ男女混合のチー
ムを編成。６区間10.6㌔のコース
で、合計12チームがゴールを目指し
て、１本のたすきをつなぎました。
沿道には多数の保護者らが詰めか
け、温かい声援が送られていました。
結果は、佐山小５年Ｄチームが、２
位に２分の大差をつけて優勝しまし
た。12月３日に太陽が丘で行われ
る「やましろ未来っ子EKIDEN」に同
校５年生チームが出場します。

町社会福祉協議会主催の「障がい
者の集い」が10月28日、役場コンベ
ンションホールで、障害者や民生児
童委員、ボランティアなど約70人が
参加して開催されました。
お互いにふれあい、つながりあっ
て、楽しいひと時をと、毎年実施して
いるものです。午前中は玉入れやパ
ン食い競争など「ミニ運動会」が行わ
れ、歓声と拍手が湧き起こっていま
した。午後からは和音くみやま作業
所通所者による歌や楽器演奏、津田
倶子さんの腹話術などで盛り上がり
ました。

楽しみながら健康増進
�  健康づくりスポレク祭

ゴール目指して、たすきつなぐ
児童駅伝大会

ミニ運動会などでふれあい　
� 障がい者の集い

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。
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22まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年12月1日

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

12月14日�

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

12月15日�
大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

　

町
で
は
、公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
の
ご
家
庭
が
、

既
設
の
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

な
ど
排
水
設
備
工
事
を
す
る
と
き
に
資

金
を
必
要
と
す
る
場
合
、町
内
の
金
融

機
関
に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
制
度
に
よ
り
融
資
を
受
け

た
人
に
対
し
、そ
の

融
資
に
係
る
利
子

を
補
給
し
ま
す
。

■�

融
資
条
件

　

供
用
開
始
区
域

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、循
環
型

社
会
形
成
に
向
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
構
築
の
一
環
と
し
て
、公
園
な
ど

の
樹
木
・
街
路
樹
・
家
庭
の
庭
木
な
ど

の
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
、配
布
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、①
個
人
等
小
口
利
用
者

向
け（
地
域
住
民
向
け
）、②
農
家
等
大

口
利
用
者
向
け=

事
前
申
込
制=

に
分

け
、無
料
配
布
し
ま
す
。

　

配
布
日
時（
①
②
と
も
）
／
12
月
12

日
㈪
～
16
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後

4
時（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
） 

※

土･

日
曜
日
は
配
布
し
ま
せ
ん　

配
布

内
の
建
物
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、官
公

署
及
び
法
人
以
外
の
も
の
で
、次
の
①

～
⑤
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人

で
す
。

　

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、独
立
し
た

生
計
を
営
ん
で
い
る
こ
と
②
町
税
及
び

水
道
料
金
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
③
償

還
能
力
が
あ
る
こ
と
④
費
用
を
一
度
に

負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
⑤

融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、返
済
能

力
の
あ
る
連
帯
保
証
人
を
一
人
立
て
ら

れ
る
こ
と

■
融
資
限
度
額

対
象
／
城
南
衛
生
管
理
組
合
管
内（
久

御
山
町
な
ど
3
市
3
町
）に
在
勤
ま
た

は
在
住
の
人　

配
布
場
所
／
①=

旧

奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー(

城
陽
市

寺
田
奥
山
１-

61
☎
０
７
７
４（
５
２
）

３
５
８
１
）、ク
リ
ー
ン
21
長
谷
山
と
ク

リ
ー
ン
ピ
ア
沢（
八
幡
市
八
幡
沢
１
番

地
☎
０
７
５（
６
３
１
）０
８
３
５
施
設

課
） 
②=
旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

【
農
家
等
大
口
利
用
者
の
事
前
申
込
】

　

必
ず
電
話
で
事
前
申
込
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

受
付
日
時
／
12
月
７
日
㈬
～
9
日

㈮　

午
前
９
時
～
午
後
４
時(
正
午
～

午
後
1
時
を
除
く)　

配
布
予
定
量
／

各
日
先
着
順
50
台
分　

申
込
先
／
ク

リ
ー
ン
21
長
谷
山
☎
０
７
７
４（
５
２
）

　

工
事
費
用
の
範
囲
内
で
１
０
０
万
円

以
内（
１
万
円
単
位
）

■
融
資
期
間

　

84
か
月(

７
年)

以
内(

６
か
月
単
位
）

■
融
資
利
率　

年
利
1.0
％

■
償
還
方
法　

元
利
均
等
月
賦
償
還

■
利
子
補
給

　

融
資
を
受
け
た
と
き
か
ら
5
年
間
を

限
度
に
全
額
補
給
し
ま
す

■
申
込

　

工
事
契
約
時
に
、排
水
設
備
指
定
工

事
業
者
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

３
５
８
１

　

注
意　

▼
お
持
ち
帰
り
用
の
袋
や
容

器
、ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い
▼
無
く
な
り
次
第
配
布
終
了
と

な
り
ま
す(

以
上
個
人
等
小
口
利
用
者

向
け
）▼
配
達
は
し
て
い
ま
せ
ん
▼
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
で
の
大
口
の
お
持
ち
帰
り
は
、

農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
の
配
布
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
▼
引
き
取
り
用
車
両
は
、

荷
台
を
コ
ン
パ
ネ
等
で
か
さ
上
げ
し
、必

ず
シ
ー
ト
を
掛
け
運
搬
中
の
飛
散
・
落

下
を
防
止
し
て
く
だ
さ
い
▼
第
三
者
へ

の
販
売
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
▼
荒
天
に
よ
り
、配
布
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
▼
開
催
の
有
無
に
つ

い
て
は
、①
は
前
述
配
布
場
所
に
、②
は

申
込
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年末年始前後の臨時収集(有料）の
予約は、受付件数に限りがあります

　不要になった古紙・古布等は、分別
して地域の集団回収や古紙回収業者
に出しましょう。

年末年始のし尿収集

古紙・古布などの
リサイクルに補助金

ので、お早めの連絡をお願いします。
また、し尿収集に関するお問い合
せ・受付は、平日の午前８時30分～
午後５時15分まで、年末は12月28

　町では、自治会や子供会などが行
う古紙・古布等の集団回収に対し、補
助金を交付しています。
　対象／営業を目的とせず、古紙類
を定期的・継続的に資源回収業者に
引き渡すことができる団体（毎年、

日(水)午後５時15分まで、年始は１
月４日(水)午前８時30分からです。
　問合せ／城南衛生管理組合業務課
　　　　　☎075(631)5171

団体登録が必要） 対象古紙類／新聞
紙・雑誌・段ボール・古布（ウエス）・
雑紙　補助額／回収
量１㎏あたり５円  
問合せ／環境保全課

便
所
水
洗
化
改
造
資
金
を
融
資　
●
5
年
間
、全
額
利
子
補
給

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
を

�
 

無
料
配
布 



23 まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年12月1日

12月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

11月1日現在  久御山町の人口 16,259人（男8,053人、女8,206人）　世帯数6,885

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保健康課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ

月・木
佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、
市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、
下津屋サンハイツ、島田、東島
田、森、坊之池、野村、村東

火・金

松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ、栄１・２丁目、栄
３・４丁目、ハイツ西宇治、清水、
林、西武西林、ミサワ林、大橋
辺、北川顔、藤和田、近協パレ
ス、中島、西一口、東一口、相島、
下津屋団地、東佐山団地、久御
山団地 （17 棟～ 29 棟前のごみ
集積所）

水・金
久御山団地 （３棟～５棟、７棟、
10 棟 ～ 14 棟、34 棟 ～ 41 棟、
43 棟～ 44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ

月
松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、大橋辺、北川
顔、藤和田、近協パレス、中島、
西一口、東一口、相島

火 佐古、新開地、佐山、籾池、双
栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木
栄１・２丁目、栄３・４丁目、清
水、ハイツ西宇治、林、西武西
林、ミサワ林

金
田井、荒見、下津屋、下津屋
サンハイツ、下津屋団地、島
田、東島田、坊之池、森、野村、
村東

プラマーク製品

月
栄１・２丁目、栄３・４丁目、清
水、ハイツ西宇治、林、西武西
林、ミサワ林

火
田井、荒見、下津屋、下津屋サ
ンハイツ、下津屋団地、島田、東
島田、坊之池、森、野村、村東

水 東佐山団地、久御山団地

木
松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ、大橋辺、北川顔、
藤和田、近協パレス、中島、西
一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、
市田、鈴間

大型ごみ
　年末の大型ごみ（有料）の収集は、12月22日㈭が
最終日です。年始は、1月12日㈭から収集します。
　受付は、年末は30日㈮まで、年始は1月4日㈬から
です。

リサイクルごみ
ペ ッ ト ボ ト ル
紙 パ ッ ク

缶 類
び ん 類

 7日     （第 1 水曜日） 14 日   （第 2 水曜日）
21日（第 3 水曜日） 28日（第 4 水曜日）

＊年末年始は、特別収集をします。収集日をご確認ください。
　収集時間は通常と異なる場合がありますのでご注意ください。

燃やすごみ
燃やさないごみ
プラマーク製品

26日㈪～
28日㈬ 通常どおり収集します 通常どおり収集します

29日㈭
30日㈮ 全地域収集 通常どおり収集します

31日㈯～
１月３日㈫ 収集はありません

１月４日㈬ 通常どおり収集します
使用済み天ぷら油
14日（第 2 水曜日）
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エネルギー　189キロカロリー／１人分
塩分　　　　0.7 グラム

　大豆と卵、野菜風味が相性のよい組み合
わせです。おからの効果でふんわりとした
食感が際立ちます。� 国保健康課

vol.215  おからのスペイン風オムレツ

作り方

●材料（4人分）

ヘルシークッキング

おから�����������������������������50ｇ
卵������������������������������������� ３個
ジャガ芋�����大１個（180ｇ）
赤パプリカ�����１個（160ｇ）

三度豆����������������������������� ４本
塩��������������������������小さじ1/3
こしょう������������������������� 少量
オリーブオイル����大さじ２

①�ジャガ芋は５㎜厚さの半月
切りにし、耐熱容器に入れ
て電子レンジ（600Ｗ）で
１分加熱する。

②�パプリカは１㎝角に切る。三
度豆は斜めに５㎜幅に切る。

③�ボールに卵を溶きほぐし、
おから、「①」「②」、塩、こしょ
うを加えてよく混ぜる。
④�フライパンを強火で熱し、

オリーブオイルを入れて熱
くなってきたら「③」を一気
に流し入れ、菜箸で全体を
かき混ぜながら火を通す。

⑤�焼き色がついてきたら、フ
ライパンより一回り大きい
皿にフライパンを傾けなが
ら中身を移し、裏返してフ
ライパンに戻し、同様に焼
き色がつくまで焼く。

腹
話
術
で
笑
い
と
元
気
を
届
け
る

�

津
田
倶
子
さ
ん
（
栄
・
71
歳
）

Vol.4

ま
る
で
人
形
が
自
分
で
話
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
人
形
と
の
見
事
な
掛
け
合
い
で
、
見

て
い
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
津
田
倶
子
さ

ん
の
腹
話
術
。
月
に
５
、
６
回
町
内
の
い
き
い

き
サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
、
依
頼
が
あ

れ
ば
町
外
で
も
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
田
さ
ん
が
腹
話
術
に
出
会
っ
た
の
は
60
歳

に
な
る
少
し
前
。
知
り
合
い
に
腹
話
術
の
人
形

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
興
味

を
持
ち
、
教
室
に
通
う
よ
う
に
。
60
歳
で
会
社

を
退
職
し
、
徐
々
に
施
設
で
腹
話
術
を
披
露
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

始
め
た
頃
は
人
前
で
上
演
す
る
な
ん
て
考
え

て
も
い
な
か
っ
た
そ
う
で
、
他
の
人
と
い
っ

し
ょ
に
施
設
を
回
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ

人くみ
 やま

と
も
あ
っ
た
と
か
。
そ
れ
で
も
数
を
こ
な
し
て

い
く
う
ち
に
場
に
慣
れ
て
い
き
、
段
々
と
楽
し

ん
で
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

現
在
、
人
形
は
３
体
あ
り
、
服
や
着
物
は
津

田
さ
ん
が
自
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
仲
間
か

ら
服
の
製
作
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
喜
ん

で
引
き
受
け
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

腹
話
術
の
活
動
を
し
な
が
ら
、
マ
ジ
ッ
ク
も

習
得
さ
れ
て
い
ま
す
。
仲
間
か
ら
教
え
て
も
ら

っ
た
り
、
自
分
で
勉
強
を
重
ね
、
レ
パ
ー
ト
リ

ー
は
20
種
類
を
超
え
る
と
の
こ
と
。
軽
快
な
音

楽
に
合
わ
せ
て
行
う
マ
ジ
ッ
ク
は
津
田
さ
ん
の

シ
ョ
ー
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

「
人
が
好
き
、
笑
い
が
好
き
、
笑
い
は
元
気

の
も
と
」
と
話
す
津
田
さ
ん
。
自
分
の
腹
話
術

や
マ
ジ
ッ
ク
で
多
く
の
人
に
笑
っ

て
も
ら
い
、
笑
う
こ
と
で
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
目
標
は
？　

と
の

質
問
に
「
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。
新
た
な
ネ

タ
作
り
も
楽
し
い
し
、
時
事
ネ
タ

を
入
れ
る
と
喜
ば
れ
る
。
替
え
歌

も
考
え
た
り
し
て
い
る
」
と
、
意

欲
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲腹話術を熱演する津田さんと人形の「木村さん」
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